
地
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二
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番

第
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警
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空
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四
倉
及
び

マ
チ
ガ
ル
の
洩
貝
階
貝
化
石

横

江

次

El旧良

本
報
文
は
京
都
帝
国
大
串
理
串
却
紀
要
Dq節
十
各
節
二
班
節
大
功
に
英
文
に
て
記
載
さ
れ
昨
年
十
二
月
投
行
せ
ら
れ
た
も
の
を
謂
し
た

の
で
あ
る
｡

原
文
に
な
き
事
頭
は
託
と
し
て
省
き
加

(
た
｡
又
縄
屈
の
記
串
は
省
略
し
た
｡

浅
見
砂
岩
在
る
術
語
は
中
村
新
太
郎
教
授
が
編
出
牒
石
城
郡
湯
本
附
近
浅
月
の
谷
に
露
出
す
る
､
拓
棲
節
三
紀
化

石
を
含
む
青
色
の
細
粒
砂
岩
に
対
し
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
｡
浅
見
砂
岩
は
共
下
底
よ
身
も
約
三
宮
水
下
に
位
粧
す

る
'
石
炭
七
挟
む
白
水
犀
の
良

き
探
索
の
手
懸
タ
と
在
つ
七
ゐ
る
｡
泊
水
i
J浅
月
砂
岩
の
中
間
に
は
中
村
教
授
が
石

城
砂
岩
と
解
し
た
砂
岩
と
撃
岩
よ
み
成
る
厚
い
成
層
が
あ
る
｡
石
城
砂
岩
の
名
は
屡
々
此
重
機
の
成
暦
に
封
し
て
も

/

通
用
さ
れ
る
｡
右
城
砂
岩
暦
は
一
部
は
陸
上
河
成
と
瓜
は
れ
る
が
大
部
は
沿
岸
の
堆
朽
物
と
侶
ぜ
も
れ

･M
ytilu8-や

lゼ
r
ea
等
の
海
棲
月
化
石
を
出
し
て
ゐ
る
｡

′
塊
状
無
骨
理
の
細
砂
岩
で
あ
る
浅
見
砂
岩
は
上
方
に
は
厚
い
白
坂
貢
岩
と
呼
ば
舵
.る
貢
岩
層
に
鼻
は
る
.
砂
岩
と

貢
岩
と
は
其
特
殊
夜
外
観
に
ょ
与
上
下
に
あ
る
他
の
地
層
岩
石
と
容
易
に
笹
別
さ
れ
明
確
孝

1
成
層
を
形
成
し

てゐ

四
倉
及
び

マ
チ
ガ
ル
の
環
月
階
月
化
石

(三



地

球

餌
二
十
三
各

節
二
班

八
四

二

る
｡

白
坂
貫
岩
は
浅
月
暦
上
部
と
離
め
る
邦
が
出
来
.
ま
ね
共
成
部
分
は
機
月
砂
岩
と
同
親
で
軍
に
其
泥
昔
を
指
示

す
る
7P
の
か
と
79
思
は
れ
る
｡
浅
見
暦
は
湯
長
谷
統
白
土
紀
に
よ
-
不
整
合
に
被
覆
ru
れ
る
.
此
地
方
の
線
Y
の
第

三
紀
層
の
岩
石
及
び
白
壁
配
の
双
葉
厨
は
常
陸
磐
城
の
海
岸
線
に
平
行
に
南
北
に
走
り
､
阿
武
隅
底
盤
の
基
磐
上
に

堆
精
し
て
ゐ
る
｡
浅
月
暦
は
此
海
岸
地
方
で
囲
北
八
十
肝
の
問
は
露
出.TL
で
ゐ
る
｡
単
科
で
楽
に
傾
Fu湯
本
炭
田
其

他
で
は
所
々
傾
斜
断
層
に
よ
-
少
し
づ
つ
移
動
は
し
て
ゐ
る
｡

骨
幹
甑
岸
地
方
の
第
三
紀
の
簡
略
化
し
た
暦
序
を
上
か
ら
下
へ
順
に
記
せ
ば
次
の
如
-
で
あ
る
.

多
賀
統
(鮮
新
)

白
土
統
(
上
中
部
中
新
)

湯
長
谷
統
(
下
部
甲
新
)

亀
尾
貫
岩

大
C
l
二
一
〇
兼

水
野
谷
砂
岩
質
岩

七

〇-
一
二
〇
米

四
肢
漁
泥
岩

二
〇
I
四
〇
米

五
安
砂
岩

二

O
I
三
五
〇
米

浅
月
暦
(中
新
政
下
部
乃
至
上
部
漸
新
)

白
坂
貢
岩

一

0
0-
一
七
〇
米
､
膏
衣
色
乃
至
階
友
色
頁
岩
状
泥
岩
に
し
て
下
底
は
近
-

1i
米
は
及
ぶ
白
色

柵
質
疑
次
岩
を
挟
む
O
大
形
の
化
石
は
知
ら
れ
な
い
｡

渡
月
砂
岩

四
〇
-
五
C)米
､
鈍
暦
押
塊
状
､
骨
衣
色
細
粒
､
極
細
粒
乃
至
漁
泥
状
砂
岩
､
葱
皮
状
風
化
を
衣



し
､
屡
々
石
衣
貿
凝
集
塊
あ
-
O
海
の
並
沿
岸
帯
動
物
化
石
､
特
に
軟
健
動
物
を
豊
富
に
含
む
が
棟
数
に
は

乏
し
い
｡
下
底
は
石
城
砂
岩
と
明
確
に
境
し
吋
夜
-
の
畳
の
不
純
夜
海
緑
石
粒
及
び
洗
S
H
岩
見1
允
磯
む
含

ん
で
ゐ
る
0

石
城
暦
(
漸
新
?
)

一
三

C
-
三
C
O
米
'
厚
い
塊
状
の
中
粒
､
練
が
か
っ
か
ヮ
ツ
ケ
砂
岩
で
三
､
四
の
塑
岩
層

む
挟
む
｡
海
の
沿
岸
帯
貝
化
石
及
び
薄

い
石
炭
暦
が
あ
る
｡

白
水
暦
(
漸
新
か
飴
新
)

七
〇
米
､
主
婁
含
炭
層
に
て
轡
岩
'
砂
岩
'
頁
岩
'
耐
火
粘
土
'
石
炭
よ
-
成
る
｡

浅
月
砂
岩
の
下
底
は
石
城
砂
岩
の
敢
上
部
の
上
は
盤
合
し
､

.i
見
両
者
の
由

に
は
時
限
が
な

い
如
-
で
あ
る
O
波

速
久
富
民
は
後
者
が
次
第
に
前
者
に
移
化
す
る
も
の
と
考

へ
た
｡
氏
は
浅
貝
･石
塊
｡白
水
の
三
者
を
合
し
て
白
水
枕

と
栴
す
べ
L
と
し
た
.
併
し
之
等
の
地
層
が
如
何
に
し

て
-i
堆
積
姉
娘
の
如
何
な
る
部
分
聖
ボ
す
か
は
考

へ
ら
れ
な

か
っ
た
｡
浅
月
の
下
底
は
少
-
も
四
倉
(証
､
福
島
屈
石
塊
郡
平
町
の
北
東
)
附
近
で
は
上
記
し
た
如
-
明
確
に
界
さ

れ
で
ゐ
る
｡
四
倉
で
は
市
城
砂
岩
最
上
部
は
粗
粒
石
英
貿
砂
岩
で
'
其
上
に
三
十
乃
至
八
十
糎
の
化
石
土
壌
と
恩
は

れ
る
炭
質
の
相
沢
厨
が
あ
る
｡
浅
月
は
渥
純
石
と
磯
と
を
含
む
砂
に
始
ま
る
｡
岩
質
上
の
壁
化
は
非
常
に
突
然
で
あ

る
｡
石
塊
浅
月
両
暦
の
接
禍
は
常
磐
炭
田
で
は
常
に
良
-
鰐
出
し
て
ゐ
な

い
の
で

.
あ
る
が
'
新
し
い
切
取
等
の
出
凍

な
機
骨
に
或
は
四
倉
同
様
の
組
係
が
何
塵
か
で
観
察
さ
れ
る
と
瓜
ふ
｡

嘘
只
期
の
始
め
に
渥
俊
が
突
然
東
新
し
た
と
考

へ
る
の
は
金
-
無
排
改
革
で
は
覆

い
｡
浅
月
階
の
滑
岸
昔
堆
積
物

は
四
倉
附
近
で
は
知
ら
れ
な
い
｡
此
藤
で
は
敢
下
郎
も
並
沿
岸
帯
で
あ
る
｡
粗
粒
の
沿
岸
帯
砂
は
常
磐
茨
凹
の
両
部

に
あ
る
が
燦
々
石
城
砂
岩
と
混
同
さ
れ
て
ゐ
る
｡

川
舟
及
び

マ
ナ
ガ

ル
の
碓
Å

階
月
化
ポ

会



地

域

節
二
十
三
谷

節

二
雛

八六

何

機
月
砂
岩
の
化
石
保
存
は
決
し
て
良
好
で
は
な
い
｡
多
-
は
貝
の
表
層
が
剥
辞
し
て
む
ら
或
は
牧
か
い
白
壁
質
に

月
各
部
が
化
し
て
ゐ
た
-
す
る
｡
四
倉
の
晦
岸
に
は
大

き
を
侮
蔑
と
其
前
方
海
中
に
磯
と
が
あ
-
､
其
中
に
石
衣
質

の
層
と
囲
魂
が
あ
っ
て
良

い
化
石
が
見
出
さ
れ
る
｡
次
の
種
が
判
定
rh
れ
た
｡
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i
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s
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B
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K
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右
の
他
に
同
定
不
能
の
月
化
石
が
あ
ゎ
､

A
cila
.
C
u
sp
i
d

a
ria,
L
u
cilLa
.

O
d
ostom
ia
等
ほ
屠
す
る
も
の
が

諦
め
ら
れ
る
｡
在
は

Denia
liu
m

ら
し
い
管
状
の
,貝
が
喋
山
に
出
る
が
材
料
が
不
充
分
で
種
屈
む
決
定
せ
し
め
難

い
｡
蛇
足
類
(
ク
モ
ヒ
ト
デ
)
の
腕
の
破
片
が
礎
見
さ
れ
た
.

月
化
石
は
梅
屋
の
残
月
砂
岩
申
薫
る
所
に
散
布
す
る
が
時
に
は
､
特
に
下
部
で
は
､
多
数
が
集
積
し
て
小
さ
い
レ

ン
ズ
形
の
塊
を
な
し

てゐ
る
｡
堆
積
常
時
海
底
の
水
流
の
掃

き
寄
せ
作
用
は
ruL
で
狙
い
も
の
と
は
考

へ
ら
れ
ぬ
｡

上
記
の
種
屈
は
明
か
に
浅
月
砂
岩
が
亜
沿
岸
瀞
の
堆
積
で
あ
る
事
を
指
示
す
る
｡

浅
月
砂
岩
の
地
質
時
代
は
之
だ
け
の
デ
ー
タ
で
は
寓
按
に
定
め
ら
れ
な

い
｡

貝
類
群
は
他
に
轍
す
る
も
の
を
-
我

囲
窮
三
瓶
申
特
異
の
も
の
で
あ
る
｡
多
袈
白
土
両
統
は
夫
々
我
囲
他
地
方
の
僻
新
統
申
新
枕
に
夫
々
非
迫
の
種
屈
を

凹
倉
及
び

マ
チ
ガ
ル
の
柁
風
脚
風
化
祁

八七

.jj



地

球

節

二
十
二
u
谷

野
二

批

八
八

六

含
ん
で
を
-
.
湯
長
谷
は
多
分
中
新
世
下
部
で
あ
る
も
の
と
皿
は
れ
る
｡
白
水
圏
は
ナ
ト
ホ
ル
ス
ト
や
其
他
の
聾
者

に
･L･6
-
植
物
化
石
が
調
べ
ら
れ
材
料
が
充
分
で
は
な

い
が
中
新
世
起
原
と
考

へ
ら
れ
y
ゐ
た
｡
併
し
白
水
の
植
物
化

石
は
所
謂
極
地
中
新
植
物
群
は
屈
し
､
其

然
る
が
如
-
宙
成
第
三
紀
の
も
の
で
あ
る
ら
し

い
｡

渡
月
期
は
其
特
殊
の
動
物
化
石
を
以
て
常
磐
以
外
他
の
何
れ
の
本
州
第
三
紀
暦
序
中
に
も
出
て
氷
を

い
｡
東
北
地

刀
;
本
海
側
の
厚

い
新
節
三
系
の
最
下
部
は
複
難
大
形
の
特
殊
有
孔
慮
例

へ
ば

M
iog
y
p
siき
a
や

L
ep
id
o
cy
ctin
a

等
ほ
よ
タ
ブ
ル
デ

ィ
ガ
-
ア
ン
期
と
晋
せ
ら
れ
る
｡
此
故
に
浅
月
期
は
ブ
ル
デ

ィ
ガ
リ
ア
ン
よ
り
も
古

い
の
で
は
な

い
か
と
恩
は
れ
る
｡

長
尾
教
授
に
よ
れ
ば
北
泥
道
に
は
浅
月
階
に
朋
常
す
る
水
成
岩
が
あ
る
と

レ
ム
o
其
地
層
は
明
か
は
厚

い
新
第
三

系
と
.
鶴

-
な

き
育
第
三
系
の
中
間
に
介
在
す
る
｡
樺
太
で
は
其
北
報
ほ

て筆
者
の
踏
査
せ
る
地
を
例
外
と
し
て
浅

月
階
に
適
確
に
潜
る
も
の
は
知
ら
れ
て
ゐ
な

い
｡
北
紬

シ
ユ
ミ
ツ
ド
牛
島
の
マ
テ
ガ

ル
に
近

い
メ
-
1
岬
の
東
側
に

浅
月
階
が
露
出
し
て
ゐ
る
.

此
魔
で
溌
貝
階
は
基
底
蟹
岩
潜
泥
岩
及
び
泥
岩
よ
ら
成
み
合
計
し
な
厚
ruは
百
十九
十
米
程
は
逢
し

てゐ
る
0
下
底

は
明
日
に
始
新
世
爽
炭
層
の
上
に
不
整
合
で
あ
る
｡
最
上
端
は
明
確
で
な

い
が
槙
-
厚

い
海
成
申
新
枕
は
よ
み
不
整

合
は
覆
は
る
も
の
と

さ
れ
て
ゐ
る
｡
メ
-
1
岬
の
西
側
梅
酒
に
浅
見
階
水
成
岩
は
露
出
し
て
ゐ
な

い
｡
東
関
の
問
は

僅
々
7.
哩
に
す
ぎ
ぬ
｡
東
側
の
浅
月
階
は
少
-
も
七
の
化
石
群

を
有
っ
て
ゐ
る
｡
其
軟
槽
動
物
種
属
は
洩
貝
砂
岩
の

7P
の
ほ
非
常
は
よ
-
近
似
し
て
ゐ
る
｡

地
質
撃
の
普
通
の
考

へ
方
に
よ
れ
ば

マ
テ
ガ
ル
の
も
の
は
稲
島
順
の
浅
貝
砂
岩
と
同
時
期
の
も
の
と
せ
ざ
る
を
程



な

い
｡
洩
月
砂
岩
の
地
質
時
代
は
チ
ハ

ノ
ウ

ヰ
ヅ
チ
･矢
部
･横
川
｡徳
永
｡渡
蓮
の
諸
氏
に
ょ
-
中
新
世
と
想
定

rJれ

LJ
｡
横
山
博
士
は
浅
見
石
塊
弼
砂
岩
の
月
化
石
を
調
べ
其
金
種
数
の
七
割
が
滅
亡
穐
で
あ
る
か
ら
之
等
の
地
層
は
中

新
世
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
.
厳
密
は
四
倉
産
の
化
石
を
調
べ
た
結
果
筆
者
は
庄
赤
種
が
殆
無

い
革
む
知
っ
た
｡

同
定
さ
れ
た
中
で
は
T
hyasira
b
ise乱
a
は
唯

-.
の
現
世
種
で
あ
る
が
.
四
倉
の
近
-
ほ
は
蕉
春
し
て
ゐ
る
の
む
聞
か

な

い
｡
も
し
も
地
質
時
代
の
判
断
に
ラ
イ

ユ
ル
法
が
許

ruれ
る
な
ら
ば
機
月
期
化
石
群
は
中
新
世
の
も
の
よ
-
古

い

ー

と
し
を
け
れ
ば
在
ら
な

い
｡
け
れ
ど
も
機
月
の
化
石
は
育
第
三
紀
よ
-
も
新
綿
三
寵

へ
よ
-
多
-
関
係
h
I持
?
ら
し

い
.
ま
た

-i
方
に
は
暦
序
上
は
既
に
述
べ
た
如
-
浅
月
砂
岩
は
下
位
の
水
成
岩
統
と
よ
-
密
接
に
通
観
し
て
ゐ
る
｡

化
石
名
の
衣
の
中
に
は
現
准
北
方
の
塞
袷
を
水
に
棲
む
只
属
名
が
見
出
さ
れ
る
｡
例

へ
ば
L

iocy
m
a,
C
y
clocar
d
ia
,

M
argarii
es,
A
ulacof
u
su
s.

B
u
ccin
u
m

の
如

き
は
太
平
洋
の
代
表
的
極
北
属
で
あ
る
｡

C
era
siod
er
m
a.

T

h
y
a
sir
a
,
M
y
a
,
T
u
rrilel
t
a

,
F
u
siir
iion
等
の
種
は

一
々
種
の
記
事
に
注
意
し
て
あ
る
如
-
而
島
槻
あ
た
-
よ

わ
も
温
か
に
北
方
の
も
の
に
密
を
関
係
が
あ
る
｡
増
員
階
の
貝
類
は
今
日
ま
で
知
ら
れ
た
隈

-
で
は
教
育
の
代
表
的

極
北
只
粗
群
で
あ
る
｡

(
託
､
前
記
化
石
名
に
此
文
に
附
随
す
る
嚢
に
な

い
の
が
あ
る
｡
此
等
は
亜
属
名
で
あ
る
)
叉

T

h
･y
a
sira

biSeCia
を
出
す
最
低
位
の
暦
準
で
も
あ
る
｡
北
米
西
海
岸
地
方
で
は
此
種
の
出
る
敢
古
の
水
成
岩
は
漸

新
世
上
部
と
謂
は
れ
る
｡
但
し

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
撃

ス
ケ
ン
ク
教
授
は
之
敵
中
新
下
部
な
-
と
見
僻
む
下
し
て
ぬ

る
｡
デ

ィ
リ
カ
ー
ソ
ン
博
士
は
漸
新
世
の
古
地
相
h
l論
じ
て
べ
-
-
ン
グ
海
は
漸
新
世
後
期
に
は
南
北
通
じ
て
ゐ
穴

と
主
眼
し
て
ゐ
る
｡
此
説
が
異
在
-
と
せ
ぼ
此
時
期
に
は
北
極
の
水
が
自
由
に
南
下
し
四
倉
あ
た
ら
ま
で
兼
ね
事
が

無
班
で
な

い
か
ら
化
石
も
塞
冷
性
の
も
の
が
期
待
出
来
る
｡

四
愈
及

び

マ
チ
ガ
ル
の
碓
只
階
月
化
石



地

球

節
二
十
三
春

餅
二
雛

<.O

.
八

第
三
系
の
化
石
に
よ
る
封
此
ほ
は
困
難
が
多

い
｡
日
本
の
親
潮
型
の
動
物
群
は
確
は
北
米
は
舶
迫
ず
る
も
の
が
あ

ら
う
が
不
輩
に
し
て
北
へ通
種
は
無
-
唯

一
の
例
外
た
る

T
h
y
a
sir
a
bisecla

は
地
質
分
布
が
戯

い
か
ら
封
此
ほ
は

役
に
立
た
覆

い
｡
洩
貝
階
の
月
化
石
は
ヮ

･b
ン
ト

ン
'
オ
レ
ゴ
ン
'
カ
リ
ホ

ル

こ
ヤ
の
漸
新
統
上
部
の
も
の
と
少
々

の
例
外
を
別
と
し
て
似
て
も
つ
か
を

い
｡

デ

ー
ル
ほ
よ
れ
ば
ア
ラ
ス
カ
に
は
梅
戊
の
始
新
棟
及
び
申
新
続
の
水
成
岩
が
あ
る
と

い
ふ
｡
飴
新
統
で
あ
る
と
謂

は
れ
る
ス
デ
ポ
グ
ァ
ク
舵
の
月
化
石
の
或
者
は
浅
貝
の
も
の
に
似
た
鮎
が
あ
る
｡

我

Y
ol
d
ia
asagaien
sis
は
蝕

の

Y
.
p
a
la
c
h
ei
と
似

て或
は
同

一
種
と
見
ら
れ
'
我

Y
.
Iau

d
a
bilis
は
彼
の

Y
.
em
er
s
onii
と
近
縁
で
あ
る
｡

不
車
に

し
て
ア
ラ
ス
カ
の
材
料
は
積
の
此
校
を
な
す
に
は
貧
窮
で
あ
る
｡
属
名
も
可
を
ら
不
明
で
あ
る
｡
デ

ー
ル
が

V
enericar
d
ia

p
la
n
icosia

と
判
定
し
た
化
石
破
片
印
象
は
来
園
立
博
物
館
に
保
存
rb
れ
で
あ
る
が
見
た
と
fJ
ろ

V
.
taxaia
に
近

い
79
の
と
恩
は
れ
明
か
に
亜
属

C
y
clocard
ia
の
特
質
を
具
備
す
る
｡

そ
ア
ポ
グ

ァ
ク
舵
は
中
塵

界
と
ケ
ナ
イ
漸
新
枕
と
の
問
の
隙
間
を
塞
ぐ
も
の
と
考

へ
ら
れ
ね
が
英
等
の
接
胸
部
は
見
ら
れ
て
ゐ
な
い
｡
ケ
ナ
イ

舵
に
虎
-
中
新
続
は
蔑
月
階
と
唯

1
の
典
適
確

P
a
等
rid
ea
h
arrim
an
i
Aを
有
す
る
｡
此
種
は
我
鞠
の
申
新
銃
に

も

M
ya
cu
n
eif
o
r
眉
is
と
伴
以
崖
す
る
が
後
者
は
浅
月
の

M
y
a

g
r
ew
iJrLg
ki
の
後
背
で
あ
る
｡
M
y
a
g
rew
in
g
ki

は
浅
見
期
を
指
示
す
る
特
有
の
種
で
他
の
地
層
中
に
は
未
磯
風
さ
れ
て
ゐ
な

い
｡
ア
ラ
ス
カ
の
ヤ
カ
タ
ガ
暦
の
化
石

は
親
分
蔑
月
の
も
の
は
似
た
も
の
が
あ
る
｡

驚
接
は
充
分
と
は
云
へ
を

い
が
蔑
月
謝
が
漸
新
上
部
即
ち
ア
キ
ク
エ
ア

ン
で
あ
る
と
い
ふ
推
定
は
登
-
不
河
で
は

な

い
.
勿
論
此
説
は
確
賓
で
な

い
が
浅
月
階
の
我
園
第
三
紀
層
序
中
の
位
置
は
普
通
の
中
新
枕
と
は
典
み
其
下
に
凍



る
事
は
明
白
で
あ
る
｡

浅
月
の
海
俊
は
中
新
世
の
と
吋
を
-
興
る
が
来
る
べ
き
大
海
俊
の
前
駆
散
在
す
も
の
と
E
･j
は
れ
る
｡
此
期
の
堆
精

岩
は
日
本
列
島
の
大
部
分
に
敏
け
て
ゐ
る
｡
筆
者
は
先
は
朝
鮮
の
威
鎮
洞
闇
の
月
化
石
を
報
告
し
其
地
質
時
代
を
浅

貝
期
と
略

1
致
す
る
と
し
た
｡
併
し
最
近
致
室
の
春
本
氏
が
採
取
さ
れ
た
良

い
材
料
は
就

い
て
見
る
と
前
の
貧
錫
在

材
料
に
基
を
あ
い
た
見
解
の
親

ら
な
る
を
知
っ
た
｡
威
鎮
洞
暦
は

A
gItJ
a

Cu
n
e7f
orm
is
等
の
化
石
を
含
み
明
か
に

よ
-
新
し
-
中
新
世
の
も
の
と
せ
ざ
る
を
鋸
な

い
｡
之
に
縛
-
嵩
月
洞
暦
は

T
r
i
loph
on
a
n
g
u
sti
d
en
s

型
の
マ
ス

ト
ド
ン
を
出
し
て
ゐ
る
｡
(
註
'
威
鋸
北
道
明
川
第
三
配
に
就

い
て
敢
近
自
身
に
調
査
し
た
の
で
別
の
概
骨
は
報
骨
す

る
｡
)

石
城
秒
岩
五
安
岩
の
化
石
に
就

い
て
は
何
も
梱
れ
在
か
っ
た
の
は
其
材
料
が
手
本
に
充
分
に
な

い
か
ら
で
あ
る
｡

知
れ
る
限

-
で
は
共
等
の
化
石
は
洩
只
の
と
異

か
､
元

安
砂
岩
の
も
の
は
其
時
代
の
温
暖
で
あ
っ
た
事
を
語
っ
て
ゐ

る
｡
既
に
報
ぜ
ら
れ
た
種
属
は
覇
吟
味
を
必
要
と
す
る
｡

本
報
文
に
踊
し
て
次
の
各
位
に
泥
-
謝
す
る
｡
京
都
の
小
川
名
歩
数
接
､
申
村
数
授
'
石
川
成
華
氏
､
黒
田
結
氷

氏
､
仙
轟
の
矢
部
青
木
両
師
.
光
岡
の
ス
ケ
ン
ク
数
軽
､
ウ
4
-
ゲ
ァ
-
数
接
､

バ
ー
ト
ラ
イ
ン
氏
､

バ
ー
チ
博
士
.

マ
ン
ス
フ
ヰ
-
ル
ド
博
士
等
で
あ
る
｡

註

種
の
記
載
で
は
新
種
記
載
の
他
に
屈
の
考
寵
を
な
し
た
.
何
れ
も
囲
際
動
物
命
名
規
約
に
従
S
模
式
選
定
h
t

明
白
に
し
た
O
属
の
下
に
穂
群
を
置
き
'
通
例
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
邦
ひ
ら
れ
る
属
名
粗
似
の
名
は
廃
し
た
｡
浅
月

階
以
外
の
化
石
新
種
で
記
載
せ
ら
れ
た
も
の
二
あ
ら
'
現
世
種
の
尊
名
に
幽
す
る
試
論
も
相
常
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
｡

桝
倉
及
び

で
チ
ガ
ル
の
韓

月
階
月
北
前

空

九



Matchgar
Yold7,'aasagaiensis-･
Yolclialaudab7,'lis･･.

ChlamysmatGhgarensisH-

Brachidontes仇alch,garensis.

Volseua?JamaSalm'i-

Cardium lnaichgarense･･-

CardiumyamαSαki7,I･

Cardium aSagaiense -

Cardium harrimani ･

Cardi′MJもiwakiense-I

Venericardiala.i:ata ･

Thyasirabisecta -

Liocymafur如a ..

Liocymaterrera ･･.

PeriplorlLabesb･hoensisII

MacomaseJugata--

Macomaαsagai87Wi8-

Myagrewi･JWki-

Turritellatokunaga7:･

TwritellailnPOrtul乙a H ･

Ampullinaa的gaiensis-

ColuSaSagaie,nsis.H

Bucc7,'numnaTcamurai--

Buccinum lluLtChgarense･･
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X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

x

x

X

X

メ

X

地

球

節
二
十
三
容

鱒
二
舵

空

.i
O

其
結
果
先
取
さ
れ
た
種
名
h
=J改
め
新
柄
を
典

へ
ね
も
の
が

7
あ
る
｡
之
等
ほ
就

い

ては
原
文
或
は
難
詰
グ
ヰ
ナ
ス
ほ

提
出
す
る
抄
蝕
を
参
照
せ
ら
れ
た
5,0

糊
倉

マ
テ
ガ

ル
柄
地
の
主
要
を
る
月
化
石
は
次
表
の
如
-
分
布
し
て
ゐ
る
｡
マ
テ
ガ

ル
の
項
数
字
は
帯
の
番
雛
｡


